
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
地盤に基礎コンクリートブロックを設置し、同コンクリートブロックに設けた上下に貫通
せるアンカー棒貫挿孔にアンカー棒を貫挿して地盤中に埋挿し、該基礎コンクリートブロ
ックに設けた上下に貫通せる建柱穴に支柱の下端を遊挿して建柱穴直下の地盤上に支持す
ると共に、該建柱穴の内周面と支柱下端の外周面間に根巻コンクリート打設用環状遊間を
形成し、更に上記基礎コンクリートブロックに同ブロックの上面で開放せる根巻コンクリ
ート打設用凹所を設け、該根巻コンクリート打設用凹所の内底面に上記建柱穴を開口せし
め、該根巻コンクリート打設用凹所に根巻コンクリートを打設して支柱下端の上部を該凹
所内根巻コンクリート内に埋設すると共に、上記根巻コンクリート打設用環状遊間内に上
記根巻コンクリートを充填して上記支柱下端の下部を該環状遊間内根巻コンクリート内に
埋設したことを特徴とする建柱基礎構造。
【請求項２】
上記アンカー棒貫挿孔を上記根巻コンクリート打設用凹所の底壁に貫設し、該アンカー棒
貫挿孔からアンカー棒の上端を上記根巻コンクリート打設用凹所内に突出せしめ、該突出
端を上記凹所内根巻コンクリート内に埋設したことを特徴とする請求項１記載の建柱基礎
構造。
【請求項３】
上記アンカー棒の下端にオーガー刃を設け、該アンカー棒の回転によりオーガー刃を回転
してアンカー棒を地盤中に埋挿すると共にオーガー刃を地盤中に埋設したことを特徴とす
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る請求項１記載の建柱基礎構造。
【請求項４】
上記基礎コンクリートブロックに上記アンカー棒貫挿孔と同心で且つ基礎コンクリートブ
ロックの下面で開放するオーガー刃収納用凹所を設け、上記アンカー棒の地盤中への埋挿
前に該アンカー棒を基礎コンクリートブロック上方に立ち上げ状態にすると共に、上記オ
ーガー刃を上記オーガー刃収納用凹所に収納し、基礎コンクリートブロックを地盤上に設
置する構成としたことを特徴とする請求項３記載の建柱基礎構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は看板、街路灯、フェンス、交通標識等の地盤上に建柱される支柱の基礎構造、
殊に事前に生産された基礎コンクリートブロックを用いた建柱基礎構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　地盤に基礎コンクリートブロックを設置し、該基礎コンクリートブロックに設けた建柱
穴に支柱の下端を立て込む建柱方法が既知であるが、これに用いられる基礎コンクリート
ブロックは建柱強度を確保するために大形で高重量のものが用いられており、取り扱いと
作業性に欠け、その耐荷力には限度がある。
【０００３】
　他方特許文献１は基礎コンクリートブロック全体を地盤中に埋設し、該基礎コンクリー
トブロックの上面に支柱の下端に設けたベースプレートを重ね置きし、同ブロック上面に
立設したスタッドボルトをベースプレートに設けた取付孔に貫挿してナット締めし支柱と
基礎コンクリートブロックとを一体組みする建柱基礎構造を提供している。
【０００４】
　又この建柱基礎構造においては、基礎コンクリートブロックに上下に貫通せるアンカー
貫挿孔を設け、該アンカー貫挿孔にアンカーを貫挿しつつ地盤中に埋挿して基礎コンクリ
ートブロックの耐荷力を増強し、このアンカー貫挿孔の上端開口面を上記支柱下端のベー
スプレートにて閉鎖する構成を開示している。
【０００５】
　又基礎コンクリートブロックの中央部に上下に貫通せる配線穴を設け、該配線穴の上端
開口面を上記支柱下端のベースプレートにて閉鎖する構成を採っている。
【特許文献１】特開平９－７８６０７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　然るに上記特許文献１に示す建柱基礎構造は、アンカーの使用によって基礎コンクリー
トブロックの小型軽量化を図ることができる利点を有するが、支柱の下端にベースプレー
トを事前に溶接等して取り付けた支柱を準備せねばならず、又ベースプレートの所定位置
にスタッドボルト挿通孔を設けると共に、基礎コンクリートブロックの所定位置にスタッ
ドボルトを立設せねばならず、このために同ブロックの互換性に欠け、複数種の支柱に応
じた複数種の基礎コンクリートブロックを準備せねばならず不経済である。
【０００７】
　又特許文献１に示す建柱基礎構造は、支柱下端に設けたベースプレートを基礎コンクリ
ートブロックの上面に重ねボルト止めする構造により建柱強度を得んとする設計思想に基
づくものであり、この当て付け方法では充分な建柱強度を確保し得るとは言い難く、又ボ
ルトの折損、腐蝕等による強度低下を禁じ得ない。
【０００８】
　又支柱下端のベースプレートの重ね合わせ面からの雨水の漏水により、アンカー上端挿
入部の腐蝕によるブロック耐荷力の低下が懸念される。
【課題を解決するための手段】
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【０００９】
　本発明は基礎コンクリートブロックの小型軽量化目的を達成しつつ、一つの基礎コンク
リートブロックを径の異なる複数種の支柱に適用できるようにし、汎用性と経済性を付与
すると共に、建柱強度を確保できる建柱基礎構造を提供するものである。
【００１０】
　要述すると、地盤に設置せる基礎コンクリートブロックを、同ブロックを通して地盤中
に埋挿したアンカー棒により地盤に同ブロックを固定する構成を採用する。
【００１１】
　そして上記基礎コンクリートブロックに上下に貫通せる建柱穴を設け、該建柱穴に支柱
の下端を遊挿して建柱穴直下の地盤上に支持すると共に、該建柱穴の内周面と支柱下端の
外周面間に根巻コンクリート打設用環状遊間を形成すると共に、上記基礎コンクリートブ
ロックに同ブロックの上面で開放せる根巻コンクリート打設用凹所を設け、該根巻コンク
リート打設用凹所の内底面に上記建柱穴を開口せしめる。
【００１２】
　次に上記根巻コンクリート打設用凹所に根巻コンクリートを打設して支柱下端の上部を
該凹所内根巻コンクリート内に埋設すると共に、上記根巻コンクリート打設用環状遊間内
に上記根巻コンクリートを充填して上記支柱下端の下部を該環状遊間内根巻コンクリート
内に埋設する。
【００１３】
　上記支柱下端と上記アンカー棒上端間は支持材で連結し、建柱強度を高めることができ
る。
【００１４】
　好ましくは、上記アンカー棒貫挿孔を上記根巻コンクリート打設用凹所の底壁に貫設し
、該アンカー棒貫挿孔からアンカー棒の上端を上記根巻コンクリート打設用凹所内に突出
せしめ、該突出端を上記凹所内根巻コンクリート内に埋設する。同時に上記支持材を根巻
コンクリート内に埋設する。
【００１５】
　上記アンカー棒は空圧又は油圧ハンマーを使用して地盤中に打ち込んで埋挿する。又は
適例として、上記アンカー棒の下端にオーガー刃を設け、該アンカー棒の回転によりオー
ガー刃を回転してアンカー棒を地盤中に螺進し埋挿すると共に、オーガー刃を地盤中に埋
設する方法を採る。
【００１６】
　上記オーガー刃を設ける場合、上記基礎コンクリートブロックに上記アンカー棒貫挿孔
と同心で且つ基礎コンクリートブロックの下面で開放するオーガー刃収納用凹所を設け、
上記アンカー棒の地盤中への埋挿前に該アンカー棒を基礎コンクリートブロック上方に立
ち上げ状態にすると共に、上記オーガー刃を上記オーガー刃収納用凹所に収納し、基礎コ
ンクリートブロックを地盤上に設置し、上記地盤中への埋挿に供する。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明に係る建柱基礎構造によれば、一つの基礎コンクリートブロックを径の異なる複
数種の支柱に適用でき、汎用性と経済性の利点を享受することができると共に、複数種の
支柱に対する建柱強度を適切に確保できる。
【００１８】
　併せて支柱を貫通せる建柱穴に立て込みつつ地盤上に支持する構成と、根巻コンクリー
ト打設用凹所及び根巻コンクリート打設用環状遊間に打設した根巻コンクリートと、アン
カー棒とが協働して基礎コンクリートブロックの小型軽量化の目的を達成できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下本発明を実施するための最良の形態を図１乃至図１２に基づいて説明する。
【００２０】
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　図１，図２，図４に示すように、基礎コンクリートブロック１のコーナー部等の要所に
、複数のアンカー棒貫挿孔２を設け、図５乃至図７に示すように、該基礎コンクリートブ
ロック１を地盤３上に設置し、基礎コンクリートブロック１のアンカー棒貫挿孔２にアン
カー棒４を貫挿しつつ地盤３中に埋挿し、地盤３に同ブロック１を固定する。上記アンカ
ー棒４はリブを有する鉄筋、又は平滑な丸棒、又は多角柱等から成る。
【００２１】
　図５に示すように、上記基礎コンクリートブロック１の側面又は上面等に複数の吊り具
１６を設け、該吊り具１６にクレーンのケーブル１７を着脱可に連結し、ケーブル１７を
巻き取ることによって基礎コンクリートブロック１を吊り上げ、ケーブル１７を巻き出す
ことによって地盤３上に基礎コンクリートブロック１を設置する。
【００２２】
　図１乃至図４に示すように、上記基礎コンクリートブロック１の中央部に上下に貫通せ
る建柱穴５を設け、図８，図９，図１１，図１２に示すように、該建柱穴５に支柱６の下
端を遊挿して建柱穴５直下の地盤３上に支持すると共に、該建柱穴５の内周面と支柱６下
端の外周面間に根巻コンクリート打設用環状遊間７を形成する。
【００２３】
　尚上記根巻コンクリート打設用環状遊間７の内底面に支柱支持コンクリートを打設し床
盤を形成して置き、上記建柱穴５内に遊挿した支柱６の下端面を該床盤上に支持する。又
は砕石や砂利を敷き詰めて床盤を形成し、又は砕石や砂利を敷き詰め且つ支柱支持コンク
リートを打設し床盤を形成する場合を含む。支柱６は地盤３の土壌上に直接支持する場合
と、上記床盤を形成して地盤３上に支持する場合を包含する。
【００２４】
　上記根巻コンクリート打設用環状遊間７は建柱する支柱６の直径によって開口幅が異な
る。即ち建柱穴５は複数の径の異なる支柱６を遊挿し、地盤３上に支持することができ、
複数種の径の異なる支柱６に対応でき、互換性を有する。
【００２５】
　上記支柱６は方形又は円形を呈し、重量軽減のためパイプを使用する。又上記基礎コン
クリートブロック１は、その外形が方形又は円形又はその他の多角形を呈する。同様に上
記根巻コンクリート打設用環状遊間７は方形又は円形又はその他の多角形を呈する。
【００２６】
　又上記基礎コンクリートブロック１に同ブロック１の上面で開放せる根巻コンクリート
打設用凹所８を設け、該根巻コンクリート打設用凹所８の内底面に上記建柱穴５を開口せ
しめる。
【００２７】
　上記根巻コンクリート打設用凹所８は方形又は円形又はその他の多角形を呈する。好ま
しくは、上記根巻コンクリート打設用凹所８は上記建柱穴５と同心に配設する。
【００２８】
　換言すると、根巻コンクリート打設用凹所８は基礎コンクリートブロック１の周辺から
立ち上がる周壁１０にて画成され、同ブロック１の上面の略全面で開放する広さを有し、
該根巻コンクリート打設用凹所８の底壁中心部に上記建柱穴５を開口せしめる。
【００２９】
　よって建柱穴５の上端開口部、即ち上記根巻コンクリート打設用環状遊間７の上端開口
部は根巻コンクリート打設用凹所８内に同心に開口するよう、同凹所８と連成する。
【００３０】
　上記基礎コンクリートブロック１は地盤３のＧＬ面に設置するか、又は図５乃至図７に
示すように、地盤３にブロック埋め込み用凹所９を掘り、該ブロック埋め込み用凹所９内
に基礎コンクリートブロック１の下部を部分的に埋め込み、上部を地盤３上に露出せしめ
る。又は基礎コンクリートブロック１全体を地盤３の表層部に浅く埋設することを妨げな
い。
【００３１】
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　上記ブロック埋め込み用凹所９の内底面又は地盤３のＧＬ面には、砕石や砂利等により
、或いはコンクリートを打設する等して地固めし、その上に支柱６の下端面を支持する場
合を含む。
【００３２】
　又は地盤３に上記建柱穴５の直下に該建柱穴５と連通する支柱挿入穴２４を堀り、支柱
６の下端を建柱穴５に遊貫挿しつつ、該支柱挿入穴２４に挿入する。そして上記根巻コン
クリート１１，１１′を根巻コンクリート打設用凹所８と根巻コンクリート打設用環状遊
間７に打設しつつ、支柱６の下端外周面と支柱挿入穴２４の内周面間に形成された根巻コ
ンクリート打設用環状遊間７′に連続して充填する。
【００３３】
　尚上記根巻コンクリート打設用環状遊間７′の内底面に支柱支持コンクリートを打設し
床盤２５を形成して置き、上記建柱穴５内に遊挿した支柱６の下端面を該床盤２５上に支
持する。又は砕石や砂利を敷き詰めて床盤２５を形成し、又は砕石や砂利を敷き詰めて支
柱支持コンクリートを打設し床盤２５を形成する場合を含む。支柱６は地盤３の土壌上に
直接支持する場合と、上記床盤２５を形成し該床盤２５を介し地盤３上に支持する。
【００３４】
　又上記アンカー棒４は空圧又は油圧ハンマーを使用して地盤３中に打ち込んで埋挿する
。又は適例として、図５乃至図７に示すように、上記アンカー棒４の下端にオーガー刃１
２を設け、該アンカー棒４の回転によりオーガー刃１２を回転してアンカー棒４を地盤３
中に螺進し埋挿すると共にオーガー刃１２を地盤３中に埋設する方法を採る。
【００３５】
　上記アンカー棒４はクレーンオーガー車１３に宙づりしたモーター２２にて回転しつつ
オーガー刃１２を回転し地盤３中に埋挿する。既知のようにオーガー刃１２は平面視円盤
形を呈し、半径方向に延びる開先が軸線方向に切り起こされた構造を有し、螺旋軌跡を辿
って地盤３中に進入し掘削穴を形成せずに、アンカー棒４及びオーガー刃１２を地盤３中
に埋挿する。
【００３６】
　上記アンカー棒４の地盤３中への埋挿に加え、上記オーガー刃１２を地盤３中に埋設す
ることにより、アンカー棒４による基礎コンクリートブロック１の耐荷力を更に増強する
。
【００３７】
　上記アンカー棒４及びオーガー刃１２を回転する手段として、例えばアンカー棒４の上
端に側方へ突出する突起２０を設け、他方上記モーター２２の回転軸の端部に設けた治具
２１に上記アンカー棒４の上端を差し込んで上記突起２０を係止する係止溝２３を設け、
該係止下においてモーター２２の回転を治具２１を介してアンカー棒４に伝達し、アンカ
ー棒４とオーガー刃１２を回転せしめる。
【００３８】
　上記オーガー刃１２を設ける場合、図２，図４乃至図６に示すように、上記基礎コンク
リートブロック１に上記アンカー棒貫挿孔２と同心で且つ基礎コンクリートブロック１の
下面で開放するオーガー刃収納用凹所１４を設け、上記アンカー棒４の地盤３中への埋挿
前に該アンカー棒４を基礎コンクリートブロック１上方に立ち上げ状態にすると共に、上
記オーガー刃１２を上記オーガー刃収納用凹所１４内に収納し、基礎コンクリートブロッ
ク１を地盤３上に設置し、上記地盤３中への埋挿に供する。
【００３９】
　上記アンカー棒４の立ち上げ状態を保持するため、根巻コンクリート打設用凹所８の内
底面に当接するストッパー１５を着脱自在に設け、よってアンカー棒４並びにオーガー刃
１２がみだりに下降しないようにし、オーガー刃１２の上記収納状態を保持する。
【００４０】
　一例として、上記アンカー棒貫挿孔２は基礎コンクリートブロック１の四コーナー部、
又は四辺に四個貫設し、夫々にアンカー棒４を貫挿する。
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【００４１】
　好ましくは根巻コンクリート打設用凹所８の各コーナー部にアンカー棒貫挿用凹所１９
を連成し、該アンカー棒貫挿用凹所１９の内底面に上記アンカー棒貫挿孔２を開口せしめ
て、アンカー棒４上端を該凹所１９内に突出せしめる。又上記ストッパー１５を上記アン
カー棒貫挿用凹所１９の内底面に当接せしめる。
【００４２】
　上記根巻コンクリート打設用凹所８は上記アンカー棒貫挿用凹所１９を連成した領域を
含む呼称である。
【００４３】
　上記根巻コンクリート打設用凹所８内に根巻コンクリートを打設して支柱６下端の上部
を該凹所内根巻コンクリート１１内に埋設すると共に、上記根巻コンクリート打設用環状
遊間７内に上記根巻コンクリートを充填して上記支柱６下端の下部を該環状遊間内根巻コ
ンクリート１１′内に埋設する。
【００４４】
　図５，図８，図９，図１１に示すように、上記支柱６の下端と上記アンカー棒４の上端
間は支持材１８で連結し、建柱強度を高める。
【００４５】
　好ましくは、上記アンカー棒貫挿孔２を上記根巻コンクリート打設用凹所８の底壁に貫
設し、該アンカー棒貫挿孔２からアンカー棒４の上端を上記根巻コンクリート打設用凹所
８内に突出せしめ、該突出端４′を上記凹所内根巻コンクリート１１内に埋設する。同時
に上記支持材１８を凹所内根巻コンクリート１１内に埋設する。
【００４６】
　上記支持材１８は基礎コンクリートブロック１の中央部に建柱した支柱６の四側面と、
同ブロック１の四コーナー部又は四辺に立ち上げたアンカー棒４上端間を夫々溶接等によ
り連結する。
【００４７】
　上記支柱６は支柱６を貫通せる建柱穴５に立て込みつつ地盤３上に支持する構成と、根
巻コンクリート打設用凹所８及び根巻コンクリート打設用環状遊間７，７′に打設した根
巻コンクリート１１，１１′とアンカー棒４とが協働して建柱強度を確保し、基礎コンク
リートブロック１の小型軽量化を達成する。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】基礎コンクリートブロックの平面図。
【図２】基礎コンクリートブロックの下面図。
【図３】図１における基礎コンクリートブロックのＡ－Ａ線断面図。
【図４】図１における基礎コンクリートブロックのＢ－Ｂ線断面図。
【図５】基礎コンクリートブロックを地盤上に吊り上げて設置する直前の状態を示す断面
図。
【図６】基礎コンクリートブロックを地盤上に設置した状態を示す断面図。
【図７】上記アンカー棒を地盤に埋挿して上記基礎コンクリートブロックを固定する状態
を示す断面図。
【図８】上記支柱とアンカー棒を支持材により連結した状態を示す基礎コンクリートブロ
ックの平面図。
【図９】図８の状態における基礎コンクリートブロックの断面図。
【図１０】上記地盤に設置した基礎コンクリートブロックの根巻コンクリート打設用凹所
と根巻コンクリート打設用環状遊間に根巻コンクリートを打設し建柱した状態を示す断面
図。
【図１１】上記基礎コンクリートブロックを設置する地盤に建柱穴と連通する支柱挿入穴
を設け、該支柱挿入穴内に支柱下端を遊挿し、穴内底面にて支持した状態を示す断面図。
【図１２】図１１において上記根巻コンクリートを支柱挿入穴の根巻コンクリート打設用
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環状遊間内に充填した状態を示す基礎コンクリートブロックの断面図。
【符号の説明】
【００４９】
　１…基礎コンクリートブロック、２…アンカー棒貫挿孔、３…地盤、４…アンカー棒、
４′…突出端、５…建柱穴、６…支柱、７，７′…根巻コンクリート打設用環状遊間、８
…根巻コンクリート打設用凹所、９…ブロック埋め込み用凹所、１０…周壁、１１，１１
′…根巻コンクリート、１２…オーガー刃、１３…クレーンオーガー車、１４…オーガー
刃収納用凹所、１５…ストッパー、１６…吊り具、１７…ケーブル、１８…支持材、１９
…アンカー棒貫挿用凹所、２０…突起、２１…治具、２２…モーター、２３…係止溝、２
４…支柱挿入穴、２５…床盤。 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】
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